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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

降下した放射性セシウムは土壌表面に蓄積する。そのため、土壌表層を剥離することにより土壌中放射性セシ

ウムを低減できる。一方で、剥離した土壌は廃棄物となるため、できるだけ薄く剥ぐことも必要である。そこで、水田

表層の薄い剥離による土壌中放射性セシウム濃度の低減効果を明らかにした。

（１）表層を約0.5cmを剥離することにより、地表面の空間線量率は30％低下し、土壌中放射性セシウム濃度は50％低

下する（表1）。

（２）剥離した土壌は5t/10a、6m3/10aである（表2）。

２ 期待される効果

（１）農地の除染に活用できる。

３ 活用上の留意点

（１）放射性物質の降下後、未耕うんのほ場が対象となる。

（２）トラクターに装着した排土板を用いて未耕うん水田において表層剥離を行った結果である。

（３）表土を効率よく薄く剥ぐために稲株等を草刈機で事前に切断しておく必要がある。



Ⅱ 具体的データ等

表1．表層剥離による空間線量率および土壌中放射性セシウム濃度の低減効果（平均値±標準偏差）

処理区 空間線量率 土壌中放射性セシウム濃度 （Bq / kg DW）

（μ Sv/h）
134

Cs
137

Cs

無処理区 5.5± 0.01 1800± 410 2000± 400

剥離区 3.9± 0.18 900± 370 1000± 420

空間線量率は地表面で測定した。

土壌中放射性セシウム濃度は作土深15cmについて測定した。

表2．剥離した土壌量（平均値±標準偏差）

乾燥土重 容積 剥離厚

（ t / 10a） （ m
3
/ 10a） （ cm）

5± 1.0 6± 1.0 0.6± 0.10
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